
 

 

 

後期計画策定の基本的な考え方 

 
子どもを取り巻く環境は、核家族世帯の増加、地域のつながりの希薄化などによ

る子育て力の低下が懸念されています。さらには父親の長時間労働等も影響し、子

育てをする母親ひとりに負担がかかり、精神的ストレスの増大などから、児童虐待

や育児放棄などの問題も起こっています。 

また、近年女性の社会進出が進み、仕事と子育ての両立が困難な状況が多いこと

から、子どもを産むことを躊躇する傾向もみられます。 

これらのことが原因となり、少子高齢化の進行、人口構造バランスの崩れが生じ、

現在大きな課題となっています。 

そこで、国では「子どもと家族を応援する日本重点戦略」「仕事と生活の調和（ワー

ク・ライフ・バランス）憲章」「児童虐待防止法」などが定められ、子どもを取り巻

く環境を改善するための、様々な取り組みや支援体制の整備が進められています。 

 

本市においても、平成１７年３月に平成１７年度から平成２１年度までの５カ年

にかかる「草津市次世代育成支援対策地域行動計画」の前期行動計画を策定し、以

降、計画に盛り込まれた様々な事業を実施してまいりました。 

その結果、事業の進捗により基本施策に一定の成果がみられたものがありました

が、一方、前期計画で設定した基本目標に対し課題を残した基本施策もあります。 

また、昨年度実施したニーズ調査からは、子どもや子育て家庭が抱える様々な問

題や必要とされている支援の姿が見えてまいりました。 

このようなことから、今年度策定いたします平成２２年度から平成２６年度まで

の５カ年にかかる後期計画では、前期計画の総括から積み残した課題やニーズ調査

からみえてきた課題等を視点として、庁内関係課との協議や子育て支援団体との意

見交換等を行い、個別事業の見直しを行ってまいります。 

また、前期計画策定から既に４年以上が経過しており、その間社会情勢も大きく

変化しておりますことから、最新の各種統計を用いて草津市の現状や将来推計を行

い、草津市の特色にあった施策を後期計画に反映してまいります。 

さらに、後期計画では市民の自主的な子どもや子育て支援活動との連携を強化す

る取組みや、家庭・行政・事業者の子どもや子育てに関するそれぞれの役割を再確

認し、社会が一体となって子育て支援に取り組む必要性を強調してまいります。 

なお、後期計画の検証方法として、基本施策ごとに計画実行後の姿を描き、各年

度における評価を前期計画における「達成度」から「到達度」へ改めてまいります。 

 

 

 





 

 

単位：％

51.4

79.6

8.5

21.7

3.2

14.1

35.6

5.6

0.5

16.4

2.9

44.8

78.8

6.7

15.3

4.2

38.3

7.9

4.2

12.7

1.8

37.9

73.8

7.3

12.5

7.3

1.6

37.5

13.3

4.8

2.8

6.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

急な残業・仕事が入ってしまう

自分や子どもが急に病気になった時

家族の理解が得られない

職場の理解が得られない

子どもの他に面倒を
みなければならない人がいる

子どもの保育所などが見つからない

子どもと接する時間が少ない

その他

特にない

就労していないのでわからない

不明・無回答

単位：％

59.9

52.0

35.2

48.7

12.6

31.9

4.3

12.5

8.1

41.3

60.5

26.2

37.1

13.7

26.2

6.2

12.3

5.0

76.6

38.3

25.8

16.9

12.1

2.8

8.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

延長保育や一時保育、放課後
児童クラブなどの保育サービス

同居の家族が子育てに協力してくれること

育児休業や介護休業などの取得

フレックスタイムや短時間勤務などの活用

家族や隣近所、知人などからの保育所や
サービス等に関する情報提供

市役所や市の機関などからの保育所や
サービス等に関する情報提供

その他

就労していないのでわからない

不明・無回答

単位：％

20.8

59.7

4.3

19.7

14.3

0.9

24.0

55.2

6.3

31.0

11.3

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

日常的に祖父母等の親族に
預かってもらえる

緊急時もしくは用事の際には
祖父母等の親族に預かって

もらえる

日常的に子どもを預けられる
友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には
子どもを預けられる
友人・知人がいる

いずれもない

不明・無回答

ニーズ調査結果から見られる草津市の課題 

課題：仕事と子育ての両立を支援する取り組み  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕事と子育てを両立する上で大変だと感じることについてみると、就学前、小学校、中学生ともに「自分や子どもが急

に病気になった時」が最も多く、就学前では 79.6%、小学校では 78.8%、中学生では 73.8%となっており、次いで、

「急な残業が・仕事が入ってしまう」が多く、就学前では 51.4%、小学校では 44.8%、中学生では 37.9%となってい

ます。 

また、日頃、お子さんを預かってもらえる人についてでは、就学前、小学校ともに「緊急時もしくは用事の際には祖父

母等の親族に預かってもらえる」が最も多く、５割以上を占めています。その他、就学前では「日常的に祖父母等の親族

に預かってもらえる」、小学生では「緊急時もしくは用事の際には子どもを預けられる友人・知人がいる」が比較的に高

い回答となっています。 

仕事と子育てを両立する上で必要なことについてみると、就学前では「延長保育や一時保育、放課後児童クラブなどの

保育サービス」が 59.9％と最も多く、次いで「同居の家族が子育てに協力してくれること」が 52.0％となっています。 

小学校、中学生では「同居の家族が子育てに協力してくれること」が最も多く、小学生では 60.5％、中学生では 76.6％

となっています。次いで、小学校では「放課後児童クラブなどの保育サービス」が 41.3％、中学生では「フレックスタ

イムや短時間勤務などの活用」が 38.3％となっています。 

女性の仕事と家庭の両立は進みつつありますが、それに対して子どもが急な病気になった時

や残業など急な仕事が入った時の対応については、家族や友人など身近な関係の中では対応で

きない状況にあります。 

多様な保育ニーズに応えられるよう行政への努力が求められていますが、同時に家庭内での

協力や職場の労働環境の改善も求められており、社会全体で子育てを支える取り組みが必要と

されています。 

＜調査結果＞ 

  就学前 N=554 

  小学生 N=504 

  中学生 N=248 

≪仕事と子育ての両立で大変と感じること≫ 

  就学前 N=554 

  小学生 N=504 

  中学生 N=248 

≪仕事と子育ての両立で必要なこと≫ ≪日頃、お子さんを預かってもらえる人はいますか≫ 

  就学前 N=554 

  小学生 N=504 



  

単位：％

81.8

72.7

71.1

21.3

13.9

28.7

4.5

5.6

28.2

7.2

2.5

0.2

0.7

0.4

0.4

0.0

1.4

0.4

0.4

1.3

0.4

1.6

74.4

60.5

69.4

22.2

23.8

32.5

2.0

2.4

24.4

4.2

0.8

0.0

0.4

0.2

1.0

0.0

0.0

0.4

1.6

0.8

2.2

3.6

69.8

52.8

55.6

12.5

18.5

16.1

4.4

16.5

5.6

0.4

0.8

0.0

1.6

0.4

0.0

0.4

0.0

1.2

1.2

2.0

2.4

3.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

配偶者・パートナー

親族(親、きょうだいなど)

友人

隣近所の人

職場の人

保育園、幼稚園、学校の保護者の仲間

子育てサークルの仲間

インターネット

保育士、幼稚園の先生、学校の先生

医師・保健師・看護師など

子育て支援センター

母子自立支援員（母子相談員）

民生委員・児童委員、主任児童委員

民間の電話相談

教育相談（適応指導教室など）

保健所

保健センター

少年センター「あすくる」

児童館

教育相談室

その他

相談相手がいない

相談することはない

不明・無回答

単位：％

29.8

31.0

4.5

12.5

18.4

6.1

31.8

18.2

22.2

1.6

9.6

6.9

6.9

7.9

33.2

9.7

6.1

11.9

2.3

20.2

19.0

2.8

10.9

21.8

2.0

21.4

8.5

35.5

3.0

7.9

5.4

4.6

5.8

35.9

4.2

5.0

15.1

7.1

17.3

27.8

3.2

42.7

72.2

19.0

13.7

11.3

6.5

4.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

病気や発育・発達に関すること

食事や栄養に関すること

育児の方法がよくわからないこと

子どもとの接し方に自信が持てない
こと

子どもとの時間を十分にとれないこと

話し相手や相談相手がいないこと

仕事や自分のやりたいことが十分

できないこと

近所に子どもの遊び友達がいない

子どもの友だちづきあいに関すること

登園拒否などの問題について

子どもの進路や勉強のこと

子育てに関しての配偶者や家族の協力が
少ないこと

配偶者や家族と子育てに関して意見が
合わないこと

自分の子育てについて、親族・近隣の人・

職場などまわりの見る目が気になること

配偶者や家族以外に子育てを手伝って

くれる人がいないこと

子どもを甘やかしすぎている気がすること

子どもを叱りすぎているような気がする
こと

子どもが何を考えているのかわからないこと

地域の子育て支援サービスの内容や利用・

申し込み方法がよくわからないこと

その他

特にない

不明・無回答

単位：％

8.3

42.8

28.3

5.2

13.5

1.8

11.5

36.1

30.8

7.1

13.1

1.4

12.1

36.3

31.9

6.9

9.7

3.2

0 10 20 30 40 50

非常に不安や負担を感じる

なんとなく不安や負担を感じる

あまり不安や負担などは感じない

全く感じない

なんともいえない

不明・無回答

単位：％

1.0

0.2

0.2

0.2

0.2

0.0

0.2

0.8

7.2

30.5

39.8

11.5

8.2

1.1

0.4

0.0

0.0

0.2

0.0

0.2

0.7

9.0

30.2

38.7

10.9

8.5

0 10 20 30 40 50

1時～2時

3時～4時

5時～6時

7時～8時

9時～10時

11時～12時

13時～14時

15時～16時

17時～18時

19時～20時

21時～22時

23時～24時

不明・無回答

課題：子育ての孤立化・不安の解消  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪子育てに関する悩みの相談先≫ 

 子育てに関して丌安感や負担などを感じるかについてみると、就学前、小学校、中学生ともに「なんとなく丌安や負担

を感じる」が最も多く、就学前では 42.8%、小学校では 36.1％、中学生では 36.3％となっています。また、子育てに関

して、日頃悩んでいることについてみると、就学前、小学校では「子どもを叱りすぎているような気がすること」が最も多

く、中学生では「子どもの進路や勉強のこと」が最も多くなっています。 

子育てに関する悩みや丌安などの相談相手についてみると、就学前、小学校、中学生ともに「配偶者・パートナー」が最

も多く、就学前では 81.8%、小学校では 74.4％、中学生では 69.8％となっています。次いで、就学前では「親族(親、きょ

うだいなど)」が 72.7％、小学校では「友人」が 69.4％、中学生では「友人」が 55.6％となっています。 

しかし、相談先として最も多くあがっている父親の帰宅時間についてみると、就学前、小学校ともに「21 時以降」の帰

宅が約 5 割となっているのが現状です。 

 

≪子育てに関して丌安感や負担などを感じるか 

子育て中の母親の多くは何らかの不安や悩みを抱えていますが、これらの不安や悩みの相談

相手であるべき父親は帰宅時間が遅いのが現状です。 

幼稚園や保育園に通わない家庭では、専門家への相談もできず日中母親と子どもだけで過ご

す時間が多くなり、母親のストレスが増大することが危惧されます。 

このような子育ての孤立化や不安を解消する施策を充実する必要があります。 

 

  就学前 N=554 

  小学生 N=504 

  中学生 N=248 

＜調査結果＞ 

  就学前 N=554 

  小学生 N=504 

  中学生 N=248 

≪子育てに関して、日頃悩んでいること≫ 

  就学前 N=554 

  小学生 N=504 

  中学生 N=248 

≪父親の帰宅時間≫ 

  就学前 N=512 

  小学生 N=457 



 

 

N=504

40.1

39.5

53.2

10.7

28.4

58.1

40.1

1.2

5.2

0 20 40 60 80 100

地域の交通安全活動の充実・強化

歩行者や自転車のための交通安全施設
（ガードレール･歩道）の整備

地域ぐるみのパトロールなど子どもを犯罪から
守るための取り組み

公園の遊具や安全性の確保

不審者の進入防止など、学校の安全対策

通学路や子どもの遊び場の安全対策

犯罪にあいそうになった時の対応についての教育

その他

不明・無回答

単位：％

 

単位：％

80.7

37.5

29.4

25.3

41.3

29.6

20.4

27.1

7.6

54.9

58.3

15.9

6.7

2.7

77.6

16.1

19.6

19.6

44.8

17.5

25.8

11.7

43.7

54.0

9.3

3.0

3.8

63.7

17.3

23.0

25.4

43.5

19.0

28.2

10.9

37.9

8.9

5.2

3.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

子どもが安心して遊べる場所づくり

子どもだけで安心して遊べる
場所づくり

親子が安心して集まれる
身近な場や機会がほしい

親子で楽しめる観劇、音楽会などの
文化事業の充実

子育てに困った時に相談したり情報が
得られる場の充実

安心して子どもが医療機関にかかれる
体制を整備してほしい

残業時間の短縮や休暇の取得促進などを
企業に対して働きかけてほしい

育児休業・介護休暇の取得促進などを
企業に対して働きかけてほしい

学校行事に参加するための休暇の取得
促進などを企業に対して働きかけてほしい

再就職についての支援の充実

子育てサ－クルへの支援をしてほしい

公園や歩道の整備をしてほしい

児童手当の充実

家事・育児・子育て支援ヘルパーの充実

家事支援サービスの整備

その他

不明・無回答

N=248

27.8

13.7

27.4

42.3

6.0

12.1

0 10 20 30 40 50

身近に相談できる人がいるといい

身近に子どもの面倒を見てくれる人がいるといい

地域の行事に参加しやすくしてほしい

子どもの見守り体制を強化してほしい
（夜のパトロールや、声かけなど）

その他

不明・無回答

単位：％

 

単位：％

33.2

38.1

7.9

59.2

37.9

62.5

0.9

2.3

30.4

38.5

9.9

68.3

26.0

54.4

1.8

5.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

自分の知識や体験を生かして地域活動が
できる人

子どもの自然体験、社会体験活動などを
提供できる人

地域の伝統や文化を伝え、郷土愛を育てる人

地域の子どもにあいさつなどの声かけや子どもを
ほめたり、しかったりできる人

子どもの育成に専門知識を持ち、保護者や

子どもが相談や世話を頼んだりできる人

登下校の見守りや声かけなど、

子どもの安全確保に取り組める人

その他

不明・無回答

課題：安全・安心な子育て環境づくり  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て支援でもっと力をいれてほしいものについてみると、就学前、小学校では「子どもが安心し
て遊べる場所づくり」が最も多く、就学前では 80.7％、小学校では 77.6％となっています。次いで、
「児童手当の充実」が多く、就学前では 58.3％、小学校では 54.0％となっています。 

中学生では「子どもだけで安心して遊べる場所づくり」が 63.7％と最も多く、次いで「安心して子
どもが医療機関にかかれる体制を整備してほしい」が 43.5％となっています。 

子どもの安全を守るために、特に重要と思われることについてみると、「通学路や子どもの遊び場の
安全対策」が 58.1％と最も多く、次いで「地域ぐるみのパトロールなど子どもを犯罪から守るための
取り組み」が 53.2％となっています。 

子どもの育成を支援するため、地域では特にどのような人が必要かについてみると、就学前では「登下校の見守りや声か
けなど、子どもの安全確保に取り組める人」が 62.5％と最も多く、次いで「地域の子どもにあいさつなどの声かけや子ど
もをほめたり、しかったりできる人」が 59.2％となっています。小学校では「地域の子どもにあいさつなどの声かけや子
どもをほめたり、しかったりできる人」が 68.3％と最も多く、次いで「登下校の見守りや声かけなど、子どもの安全確保
に取り組める人」が 54.4％となっています。 

子育てについて、地域に担ってほしいことについてみると、「子どもの見守り体制を強化してほしい（夜のパトロールや、
声かけなど）」が 42.3％と最も多く、次いで「身近に相談できる人がいるといい」が 27.8％、「地域の行事に参加しやすく
してほしい」が 27.4％となっています。 
 

  就学前 N=554 

  小学生 N=504 

  中学生 N=248 

≪子育て支援で力を入れてほしいこと≫ 

≪子どもの育成のため、地域で必要な人≫ 

≪子どもの安全を守るために重要と思うもの≫ 

  就学前 N=554 

  小学生 N=504 

  小学生 N=504 

≪子育てについて地域に担ってほしいこと≫ 

  中学生 N=248 

公園や歩道の整備など子育てしやすい環境づくりが求められています。また犯罪や事故の防

止などについては、施設の安全対策や地域での「声かけ」、「パトロール」などが望まれていま

す。行政が主体的に実施すべき施設整備については今後も積極的に推進していく必要がありま

すが、地域で取り組める事業については、市民が参加しやすいしくみづくりが必要です。 

＜調査結果＞ 

＜調査結果＞ 



  

56.2 32.2 7.7 2.1 1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般 N=233

そう思う まあそう思う あまりそうは思わない そうは思わない 不明・無回答

z

10.3 88.4 1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般 N=233

取り組んでいる 取り組んでいない 不明・無回答

19.4 31.6 35.0 14.1 0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般 N=206

そう思う まあそう思う あまりそうは思わない そうは思わない 不明・無回答

 

 

課題：地域ぐるみの子育て支援  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

      男性（上位）                 女性（上位） 

「登下校の見守り」              「悩みの相談」 

         「スポーツや文化活動の推進」       「絵本の読み聞かせ」 

      

      「時間とゆとりがない」、「責任が重そう」、「きっかけがない」 

今後の子育てに対して、地域全体での取り組みが必要かについてみると、「そう思う」が５割以上と

なっています。しかし、現在地域での子育て活動に取り組んでいるかについてみると、「取り組んでい

ない」が８割以上となっています。 

また、今後、地域での子育て活動に取り組みたいかについてみると、「あまりそうは思わない」が

35.0％と最も多く、次いで「まあそう思う」が 31.6％となっています。 

≪今後の子育てに対して、地域での取り組みが必要と思うか≫ 

≪地域での子育て活動に取り組んでいるか≫ 

≪地域での子育て活動に取り組みたいか≫ 

ニーズ調査の結果からは、市民の子育て支援への参加意欲が比較的高いことがうかが

えます。一方、取組みたくない理由としては、「きっかけがない」や「責任が重そう」が

上位にあがっていることから、きっかけづくりや参加しやすい環境づくりを進めていく

必要があります。 

＜調査結果＞ 

≪取り組みたい活動は何ですか≫ 

≪取り組みたくない理由≫（上位） 



 

 

後期行動計画策定の枠組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画見直しの視点 

【前期計画総括における課題】 

   【ニーズ調査から見える課題】 

   【各種統計に基づく将来推計】 

次世代育成支援対策関連事業（個別事業） 

① 庁内関係課へのヒアリング 

      ○前期計画事業（継続事業）・・・視点に沿った展開 

      ○後期計画事業（新規事業）・・・視点に対する有効性 

 

② 関係団体等との意見交換 

   ○行政・他団体等との連携の可能性 

   ○活動の課題と今後の展望 

後期計画素案 

  ①課題に直結する重要な事業については事業計画を等具体的に明記 

  ②課題解決に向けて拡大・充実する事業の効果・目標を明記 

  ③子育て支援における家庭・行政・事業者の役割を明記 

 


